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第１部 ACT距離計算コンポーネントの概要 
 
１．はじめに 

ACT距離計算コンポーネントは、距離計算を行うための COM（Component Object Model）
コンポーネントです。COM を用いて開発が行える環境で容易に最短経路計算や到達圏計算を行

うシステムを構築することが可能です。 
ACT距離計算コンポーネントは、下図の通り ACTCALCX.DLL、ANL40.DLL、PLGN32.DLL

の３モジュールで構成され、距離計算コアライブラリの上位モジュールとして動作します。本書

で解説するコンポーネントは、すべて ACTCALCX.DLLからエクスポートされています。 
ACTCALCX.DLLが正常に機能するためには、これら３モジュールすべてと距離計算コアライ
ブラリが正常に動作する必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

距離計算コンポーネント 

上位アプリケーション上位アプリケーション上位アプリケーション上位アプリケーション    
(VＢ,VC/C++,Delphi等) 

 
 
 
 
 
 

距離計算コアライブラリ 

ActDis32.DLL 

ActLib40.DLLActEnv32.DLL 

FRD40.DLL 

本書で解説するアプリケー
ションインターフェース 

ActCalcX.DLL Anl40.DLL Plgn32.DLL 
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２．コンポーネントの利用制限 

ACT距離計算コンポーネントは COMDLL形式(＊．DLL)で提供されます。提供されるモジュ
ールをお客様が改変・変更することや、リバースエンジニアリング・逆コンパイル等を行うこと

はできません。また、これらのモジュールをアドバンスド・コア・テクノロジー株式会社との契

約なしに再頒布及び販売することはできません。 
 
 
３．インストール/アンインストール 

ACT 距離計算コンポーネントは、単体でのインストール／アンインストールはできません。
ACT 距離計算コンポーネントのインストール／アンインストールは、ACT 距離計算コンポーネ
ントを含んでいる製品をインストール／アンインストールすることにより行います。 
 
 
４．動作環境 

ACT距離計算コンポーネントは、次の OSで作動します。 
・Windows 95 
・Windows 98(SEを含む) 
・Windows NT 4.0(SP4以上) 
・Windows 2000 

いずれも IntelCPUのみ動作保証です。 
 
 
５．開発環境 

ACT距離計算コンポーネントは、COMDLL形式で提供されています。COMを用いて開発を
行うことができる開発環境であれば、ACT距離計算コンポーネントを用いたアプリケーションの
開発が可能です。弊社では以下の開発環境でのみ動作確認を行っております。 
 

・Microsoft Visual Basic 6.0 
・Microsoft Visual C++ 6.0 
・Borland Delphi 5.0 

 
 



ACT距離計算コンポーネントの概要 

Advanced Core Technologies, Inc. 

－3－

 
６．オブジェクト一覧 
以下は、ACT距離計算コンポーネントのオブジェクト一覧です。 

 
オブジェクト名 解説 

DistCalc 計算用道路地図管理機能や速度変更機能を持った距離計算オブジ
ェクト 

 
 
７．未対応機能 

ACT距離計算コンポーネントでは、次の機能を提供しておりません。これらの機能を使用する
場合には、距離計算コアライブラリ(ActDis32.DLL)を使用してください。 

 
・文字ルート情報 
・区間距離表 
・詳細型ポリゴン 
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第２部 オブジェクトリファレンス 
 
１．はじめに 

 
１．１ プログラム ID 

ACT 距離計算コンポーネントの各オブジェクトのプログラム ID(ProgID)は、つぎのとおりで
す。 
 

オブジェクト名 プログラム ID 

DistCalcオブジェクト ActCalcX.DistCalc 

 
 
１．２ データ型 
本書ではデータ型の記述に IDL形式を用いています。使用する開発言語のデータ型に読み替え
てください。 

 
 
１．３ Visual Basicでの使用 

ACT距離計算コンポーネントを Visual Basicで使用する場合、参照設定ダイアログで「ACT
距離計算コンポーネント」と表示されるライブラリファイルにチェックを付けてください。 
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２．DistCalcオブジェクト 
 
２．１ 概要 

DistCalc オブジェクトで距離計算を行うには、 RoadNetworkDir プロパティと
LoadRoadNetworkメソッドを使用して計算用道路データをロードする必要があります。計算
用道路データをロードした後は、各計算用メソッドを使用して計算が可能になります。計算が

終了し、オブジェクトを解放する前に UnloadRoadNetworkメソッドを使用して、計算用道路
データをアンロードする必要があります。また、道路速度変更機能を有しています。 

 
 
２．２ インタフェース一覧 
 
番号 名 称 解    説 Ver.

1.0 
Ver.
x.x 

Ver.
x.x 

１ Activeプロパティ 距離計算が可能な状態か取得します New   

２ RoadNetworkDir プロ
パティ 

計算用道路データフォルダを格納しま
す New   

３ FromNodeCode プロパ
ティ 発地ノードコードを格納します New   

４ ToNodeCode プロパテ
ィ 着地ノードコードを格納します New   

５ CalcKindプロパティ 計算種別(時間最短or距離最短)を格納し
ます New   

６ UseHighway プロパテ
ィ 高速道路の使用/非使用を格納します New   

７ Timeプロパティ 所要時間(分単位)を取得します New   

８ DSecTimeプロパティ 所要時間(1/10秒単位)を取得します New   

９ Distanceプロパティ 道のり(m単位)を取得します New   

１０ Toll_SSプロパティ 軽・自動二輪の通行料金(円単位)を取得
します New   

１１ Toll_Sプロパティ 普通車の通行料金(円単位)を取得します New   

１２ Toll_Mプロパティ 中型車の通行料金(円単位)を取得します New   

１３ Toll_Lプロパティ 大型車の通行料金(円単位)を取得します New   

１４ Toll_LLプロパティ 特大車の通行料金(円単位)を取得します New   

１５ IsTollExistプロパティ 通行料金が存在するか取得します New   
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１６ IsDetailExist プロパテ
ィ 

詳細ルートデータが存在するか取得し
ます New   

１７ LastErrorプロパティ 最後に発生したエラー番号を取得しま
す New   

１８ LoadRoadNetworkメソ
ッド 計算用道路データをロードします New   

１９ UnloadRoadNetworkメ
ソッド 計算用道路データをアンロードします New   

２０ CalcRouteメソッド ２点間ルート計算を行います New   

２１ CalcRoute2メソッド ルート計算を行います New   

２２ CalcOptRouteメソッド 最短ルート計算を行います New   

２３ GetRouteXYメソッド 簡易ルート情報(経度緯度)を取得します New   

２４ GetRouteXYToMMF メ
ソッド 

簡易ルート情報(経度緯度)を取得し、メ
モリマップドファイルに格納します New   

２５ GetRouteDetail メソッ
ド 詳細ルート情報(経度緯度)を取得します New   

２６ GetRouteDetailToMM
Fメソッド 

詳細ルート情報(経度緯度)を取得し、メ
モリマップドファイルに格納します New   

２７ GetRouteメソッド ルート情報(ノードコードまたはリンク
コード)を取得します New   

２８ CalcAreaメソッド 到達圏計算を行います New   

２９ MakePolygonメソッド 到達圏計算を行い、簡易型(凸型)ポリゴ
ンを取得します New   

３０ MakePolygonToMMF
メソッド 

到達圏計算を行い、簡易型(凸型)ポリゴ
ンを取得し、メモリマップドファイルに
格納します 

New   

３１ MakePolygon2 メソッ
ド 

到達圏計算を行い、標準型(凹凸型)ポリ
ゴンを取得します New   

３２ MakePolygon2ToMMF
メソッド 

到達圏計算を行い、標準型(凹凸型)ポリ
ゴンを取得し、メモリマップドファイル
に格納します 

New   

３３ GetNodeXYメソッド ノードの位置情報(経度緯度)を取得しま
す New   

３４ GetNearestNodeメソッ
ド 

指定位置(経度緯度)の近傍ノードコード
を取得します New   

３５ GetSpeedメソッド リンクの速度情報(片方向)を取得します New   

３６ GetSpeedExメソッド リンクの速度情報(両方向)を取得します New   
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３７ ChangeBothSpeedEx
メソッド リンクの速度情報(両方向)を設定します New   

３８ CountTempSpeed メソ
ッド 

一時的速度が設定されているリンク数
を取得します New   

３９ CommitTempSpeed メ
ソッド 

一時的速度を恒久的速度として保存し
ます New   

４０ ClearTempSpeed メソ
ッド 一時的速度を取り消します New   

４１ ClearLastError メソッ
ド エラー番号をクリアします New   
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２．３ プロパティ 
 
ActiveActiveActiveActiveプロパティ 
距離計算が可能な状態か取得します。 

 
構文 

object.Active.Active.Active.Active[=Value] 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 距離計算が可能な状態の場合 TRUE、計算不可な状

態の場合 FALSE 
Value VARIANT_BOOL 距離計算が可能な状態にする場合 TRUE、計算不可

な状態にする場合 FALSEを指定します。 
 
解説 

Active プロパティに値を設定することは、 LoadRoadNetwork メソッドまたは

UnloadRoadNetworkメソッドを呼び出すことと同じです。 
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RoadNetworkDirRoadNetworkDirRoadNetworkDirRoadNetworkDirプロパティ 
計算対象とする計算用道路データが存在するフォルダを格納します。 

 
構文 

object.RoadNetworkDirRoadNetworkDirRoadNetworkDirRoadNetworkDir[=Value] 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 BSTR 計算用道路データが存在するフォルダを取得します。 
Value BSTR 計算用道路データが存在するフォルダを指定します。 
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FromNodeCodeFromNodeCodeFromNodeCodeFromNodeCodeプロパティ 
発地となるノードのノードコードを格納します。 

 
構文 

object.FromNodeCodeFromNodeCodeFromNodeCodeFromNodeCode[=Value] 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 double 発地のノードコードを取得します。 
Value double 発地のノードコードを指定します。 
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ToNodeCodeToNodeCodeToNodeCodeToNodeCodeプロパティ 
着地となるノードのノードコードを格納します。 

 
構文 

object.ToNodeCodeToNodeCodeToNodeCodeToNodeCode[=Value] 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 double 着地のノードコードを取得します。 
Value double 着地のノードコードを指定します。 
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CalcKindCalcKindCalcKindCalcKindプロパティ 
距離計算の計算種別(時間最短 or距離最短)を格納します。 

 
構文 

object.CalcKindCalcKindCalcKindCalcKind[=Value] 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 ENUM_CALCKIND 計算種別(時間最短 or距離最短)を取得します。 
Value ENUM_CALCKIND 計算種別(時間最短 or距離最短)を指定します。 
 
解説 

ENUM_CALCKIND型は、ENUM定数一覧を参照してください。 
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UseHighwayUseHighwayUseHighwayUseHighwayプロパティ 
高速道路の使用／非使用を格納します。 

 
構文 

object.UseHighwayUseHighwayUseHighwayUseHighway[=Value] 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 ENUM_USEHIGHWAY 高速道路の使用／非使用を取得します。 
Value ENUM_USEHIGHWAY 高速道路の使用／非使用を設定します。 
 
解説 

ENUM_USEHIGHWAY型は、ENUM定数一覧を参照してください。 
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TimeTimeTimeTimeプロパティ 
所要時間(分単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.TimeTimeTimeTime 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 所要時間(分単位)を取得します。 
 
解説 

Timeプロパティは、ToNodeCodeプロパティで設定されているノードまでの所要時間(分単位)
を取得します。 
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DSecTimeDSecTimeDSecTimeDSecTimeプロパティ 
所要時間(1/10秒単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.DSecTimeDSecTimeDSecTimeDSecTime 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 所要時間(1/10秒単位)を取得します。 
 
解説 

DSecTime プロパティは、ToNodeCode プロパティで設定されているノードまでの所要時間
(1/10秒単位)を取得します。 
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DistanceDistanceDistanceDistanceプロパティ 
道のり(m単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.DistanceDistanceDistanceDistance 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 道のり(m単位)を取得します。 
 
解説 

Distanceプロパティは、ToNodeCodeプロパティで設定されているノードまでの道のり(m単
位)を取得します。 
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Toll_SSToll_SSToll_SSToll_SSプロパティ 
軽・自動二輪の通行料金(円単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.Toll_SSToll_SSToll_SSToll_SS 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 軽・自動二輪の通行料金(円単位)を取得します。 
 
解説 

Toll_SSプロパティは、ToNodeCodeプロパティで設定されているノードまでの軽・自動二輪
の通行料金(円単位)を取得します。 
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Toll_SToll_SToll_SToll_Sプロパティ 
普通車の通行料金(円単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.Toll_SToll_SToll_SToll_S 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 普通車の通行料金(円単位)を取得します。 
 
解説 

Toll_Sプロパティは、ToNodeCodeプロパティで設定されているノードまでの普通車の通行料
金(円単位)を取得します。 
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Toll_MToll_MToll_MToll_Mプロパティ 
中型車の通行料金(円単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.Toll_MToll_MToll_MToll_M 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 中型車の通行料金(円単位)を取得します。 
 
解説 

Toll_M プロパティは、ToNodeCode プロパティで設定されているノードまでの中型車の通行
料金(円単位)を取得します。 
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Toll_LToll_LToll_LToll_Lプロパティ 
大型車の通行料金(円単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.Toll_LToll_LToll_LToll_L 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 大型車の通行料金(円単位)を取得します。 
 
解説 

Toll_Lプロパティは、ToNodeCodeプロパティで設定されているノードまでの大型車の通行料
金(円単位)を取得します。 
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Toll_LLToll_LLToll_LLToll_LLプロパティ 
特大車の通行料金(円単位)を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.Toll_LLToll_LLToll_LLToll_LL 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 特大車の通行料金(円単位)を取得します。 
 
解説 

Toll_LLプロパティは、ToNodeCodeプロパティで設定されているノードまでの特大車の通行
料金(円単位)を取得します。 
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IsTollExistIsTollExistIsTollExistIsTollExistプロパティ 
通行料金が取得可能か取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.IsTIsTIsTIsTollExistollExistollExistollExist 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 通行料金が取得可能な場合 TRUE、取得不可能な場

合 FALSE。 
 
解説 

IsTollExist プロパティは、通行料金が取得可能か取得します。本プロパティは、
RoadNetworkDir プロパティで指定されている計算用道路データについて通行料金が取得可
能かを判定します。計算用道路データをロードしていない状態でも動作します。 
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IsDetailExistIsDetailExistIsDetailExistIsDetailExistプロパティ 
詳細ルートが取得可能か取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.IsDetailExistIsDetailExistIsDetailExistIsDetailExist 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 詳細ルートが取得可能な場合 TRUE、取得不可能な

場合 FALSE。 
 
解説 

IsDetailExist プロパティは、詳細ルートが取得可能か取得します。本プロパティは、
RoadNetworkDir プロパティで指定されている計算用道路データについて詳細ルートが取得
可能かを判定します。計算用道路データをロードしていない状態でも動作します。 
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LastErrorLastErrorLastErrorLastErrorプロパティ 
最後に発生したエラー番号を取得します。値の設定は出来ません。 

 
構文 

object.LastErrorLastErrorLastErrorLastError 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 最後に発生したエラー番号を取得します。 
 
解説 
エラー番号については ENUM定数一覧を参照してください。 
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２．４ メソッド 
 
LoadRoadNetworkLoadRoadNetworkLoadRoadNetworkLoadRoadNetworkメソッド 
計算用道路データをロードします。 

 
構文 

object.LoadRoadNetworkLoadRoadNetworkLoadRoadNetworkLoadRoadNetwork 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE。 
 
解説 

LoadRoadNetworkメソッドは、RoadNetworkDirプロパティに設定されているフォルダ下に
存在する計算用道路データをロードします。 
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UnloadRoadNetworkUnloadRoadNetworkUnloadRoadNetworkUnloadRoadNetworkメソッド 
計算用道路データをアンロードします。 

 
構文 

object.UnloadRoadNetworkUnloadRoadNetworkUnloadRoadNetworkUnloadRoadNetwork 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE。 
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CalcRouteCalcRouteCalcRouteCalcRouteメソッド 
２点間ルート計算を行います。 

 
構文 

object.CalcRouteCalcRouteCalcRouteCalcRoute 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE。 
 
解説 

CalcRouteメソッドは、FromNodeCodeプロパティで設定されているノードから ToNodeCode
プロパティで設定されているノードへの２点間のルート計算を行います。計算結果は Time、
DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Tool_M、Toll_L、Toll_LL プロパティに設定され
ます。 
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CalcRoute2CalcRoute2CalcRoute2CalcRoute2メソッド 
ルート計算を行います。 

 
構文 

object.CalcRoute2CalcRoute2CalcRoute2CalcRoute2(Locs) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
Locs ILocs ルート計算を行う情報を格納した Locs コレクショ

ンオブジェクト 
 
解説 

CalcRoute2メソッドは、Locsコレクションオブジェクト内の Locオブジェクトで設定されて
いる NodeCodeプロパティのノード間ルート計算を行います。計算結果は各 Locオブジェクト
の Time、DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Toll_M、Toll_L、Toll_LLプロパティに
格納されます。 
また、CalcRoute2 メソッドは、Time、DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Toll_M、
Toll_L、Toll_LL プロパティに設定されている値を加算します。これにより車輌の発時刻や各
ノードでの待機時間等を考慮したルート計算が可能です。考慮をしないためには全ての Locオ
ブジェクトの Time、DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Toll_M、Toll_L、Toll_LLプ
ロパティに 0(ゼロ)を設定する必要があります。 
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CalcOptRouteCalcOptRouteCalcOptRouteCalcOptRouteメソッド 
最短ルート(巡回セールスマン問題)計算を行います。 

 
構文 

object.CalcOptRouteCalcOptRouteCalcOptRouteCalcOptRoute(Locs) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
Locs ILocs 最短ルート計算を行う情報を格納した Locs コレク

ションオブジェクト 
 
解説 

CalcOptRouteメソッドは、Locsコレクションオブジェクト内の Locオブジェクトで設定され
ている NodeCodeプロパティのノード間の最短ルート(巡回セールスマン問題)計算を行います。
計算の結果、Locsコレクション内の Locオブジェクトの格納順が変更されます。但し、最初と
最後のLocオブジェクトの格納順は変更されません。計算結果は各LocオブジェクトのTime、
DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Toll_M、Toll_L、Toll_LLプロパティに格納されま
す。 
また、CalcOptRouteメソッドは、Time、DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Toll_M、
Toll_L、Toll_LL プロパティに設定されている値を加算します。これにより車輌の発時刻や各
ノードでの待機時間等を考慮したルート計算が可能です。考慮をしないためには全ての Locオ
ブジェクトの Time、DSecTime、Distance、Toll_SS、Toll_S、Toll_M、Toll_L、Toll_LLプ
ロパティに 0(ゼロ)を設定する必要があります。 
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GetRouteXYGetRouteXYGetRouteXYGetRouteXYメソッド 
簡易ルート情報(経度緯度)を取得します。 

 
構文 

object.GetRGetRGetRGetRouteXYouteXYouteXYouteXY(Points) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
Points IPoints 簡易ルート情報(経度緯度)を取得する Pointsコレク

ションオブジェクト 
 
解説 

GetRouteXYメソッドは、ToNodeCodeプロパティで指定されているノードまでの簡易ルート
情報(経度緯度)を取得します。簡易ルート情報(経度緯度)は Points のコレクションに追加され
ます。本メソッド呼び出し時に Pointsのコレクションに Pointオブジェクトが存在する場合、
削除されず追加されることに注意してください。 
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GetRouteXYToMMFGetRouteXYToMMFGetRouteXYToMMFGetRouteXYToMMFメソッド 
簡易ルート情報(経度緯度)を取得し、MMF(メモリマップドファイル)に格納します。 

 
構文 

object.GetRouteXYToMMFGetRouteXYToMMFGetRouteXYToMMFGetRouteXYToMMF(MMFileName) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 正常終了した場合MMFに格納した簡易ルート情報

のポイント数、異常終了した場合-1 
MMFileName BSTR MMFファイル名称を指定 
 
解説 

GetRouteXYToMMFメソッドは、ToNodeCodeプロパティで指定されているノードまで簡易
ルート情報(経度緯度)を取得し、MMF(メモリマップドファイル)に格納します。MMF(メモリ
マップドファイル)使用後は、本メソッドを呼び出したアプリケーションが MMF(メモリマッ
プドファイル)を解放しなければなりません。 
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GetRouteDetailGetRouteDetailGetRouteDetailGetRouteDetailメソッド 
詳細ルート情報(経度緯度)を取得します。 

 
構文 

object.GetRouteDetailGetRouteDetailGetRouteDetailGetRouteDetail(Points) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
Points IPoints 詳細ルート情報(経度緯度)を取得する Pointsコレク

ションオブジェクト 
 
解説 

GetRouteDetail メソッドは、ToNodeCode プロパティで指定されているノードまでの詳細ル
ート情報(経度緯度)を取得します。詳細ルート情報(経度緯度)は Points のコレクションに追加
されます。本メソッド呼び出し時に Pointsのコレクションに Pointオブジェクトが存在する場
合、削除されず追加されることに注意してください。 
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GetGetGetGetRouteDetailToMMFRouteDetailToMMFRouteDetailToMMFRouteDetailToMMFメソッド 
詳細ルート情報(経度緯度)を取得し、MMF(メモリマップドファイル)に格納します。 

 
構文 

object.GetRouteDetailToMMFGetRouteDetailToMMFGetRouteDetailToMMFGetRouteDetailToMMF(MMFileName) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 正常終了した場合MMFに格納した詳細ルート情報

のポイント数、異常終了した場合-1 
MMFileName BSTR MMFファイル名称を指定 
 
解説 

GetRouteDetailToMMFメソッドは、ToNodeCodeプロパティで指定されているノードまで詳
細ルート情報(経度緯度)を取得し、MMF(メモリマップドファイル)に格納します。MMF(メモ
リマップドファイル)使用後は、本メソッドを呼び出したアプリケーションが MMF(メモリマ
ップドファイル)を解放しなければなりません。 
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GetRouteNodeLinkGetRouteNodeLinkGetRouteNodeLinkGetRouteNodeLinkメソッド 
ルート情報(ノードコードまたはリンクコード)を取得します。 

 
構文 

object.GetRouteNodeLinkGetRouteNodeLinkGetRouteNodeLinkGetRouteNodeLink(RouteKind, NLCodes) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
RouteKind ENUM_ROUTEKIND 取得するルート情報の種類を指定します。 
NLCodes INLCodes ルート情報(ノードコードまたはリンクコード)を取

得する NLCodesコレクションオブジェクト 
 
解説 

GetRouteNodeLinkメソッドは、ToNodeCodeプロパティで指定されているノードまでのルー
ト情報(ノードコードまたはリンクコード)を取得します。ルート情報(ノードコードまたはリン
クコード)は NLCodesのコレクションに追加されます。本メソッド呼び出し時に NLCodesの
コレクションに NLCodeオブジェクトが存在している場合、クリアされず追加されることに注
意してください。 
また、ENUM_ROUTEKIND型は、ENUM定数一覧を参照してください。 
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CalcAreaCalcAreaCalcAreaCalcAreaメソッド 
到達圏計算を行います。 

 
構文 

object.CalcAreaCalcAreaCalcAreaCalcArea(RangeKind, Range) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
RangeKind ENUM_RANGEKIND 到達圏種別(時間圏 or距離圏)を指定します。 
Range long 到達範囲を指定します。 
 
解説 

CalcAreaメソッドは、FromNodeCodeプロパティで指定されているノードから到達範囲まで
の到達圏計算を行います。到達圏種別は、時間圏と距離圏があり、ENUM_RANGEKIND 型
で定義されています。ENUM_RANGEKIND型は、ENUM定数一覧を参照してください。 
また、到達範囲に指定する値の単位は、時間圏計算の場合 1/10 秒単位、距離圏計算の場合 m
単位となります。 
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MakePolygonMakePolygonMakePolygonMakePolygonメソッド 
到達圏計算を行い、簡易型(凸型)ポリゴンを取得します。 

 
構文 

object.MakePolygonMakePolygonMakePolygonMakePolygon(RangeKind, Range, Points) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
RangeKind ENUM_RANGEKIND 到達圏種別(時間圏 or距離圏)を指定します。 
Range long 到達範囲を指定します。 
Points IPoints ポリゴンを格納する Points コレクションオブジェ

クト 
 
解説 

MakePolygonメソッドは、FromNodeCodeプロパティで指定されているノードから到達範囲
までの到達圏計算を行い、簡易型(凸型)ポリゴンを取得します。到達圏種別は、時間圏と距離
圏があり、ENUM_RANGEKIND型で定義されています。ENUM_RANGEKIND型は、ENUM
定数一覧を参照してください。 
また、到達範囲に指定する値の単位は、時間圏計算の場合 1/10 秒単位、距離圏計算の場合 m
単位となります。 
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MakePolygonToMMFMakePolygonToMMFMakePolygonToMMFMakePolygonToMMFメソッド 
到達圏計算を行い、簡易型(凸型)ポリゴンを取得し、MMF(メモリマップドファイル)に格納し
ます。 

 
構文 

object.MakePolygonToMMFMakePolygonToMMFMakePolygonToMMFMakePolygonToMMF(RangeKind, Range, MMFileName) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 正常終了した場合 MMF に格納した簡易型(凸型)ポ

リゴンのポイント数、異常終了した場合-1 
RangeKind ENUM_RANGEKIND 到達圏種別(時間圏 or距離圏)を指定します。 
Range long 到達範囲を指定します。 
MMFileName BSTR MMFファイル名称を指定 
 
解説 

MakePolygonToMMF メソッドは、FromNodeCode プロパティで指定されているノードから
到達範囲までの到達圏計算を行い、簡易型(凸型)ポリゴンを取得し、MMF(メモリマップドフ
ァイル)に格納します。 
到達圏種別は、時間圏と距離圏があり、ENUM_RANGEKIND 型で定義されています。

ENUM_RANGEKIND型は、ENUM定数一覧を参照してください。 
また、到達範囲に指定する値の単位は、時間圏計算の場合 1/10 秒単位、距離圏計算の場合 m
単位となります。 
MMF(メモリマップドファイル)使用後は、本メソッドを呼び出したアプリケーションが
MMF(メモリマップドファイル)を解放しなければなりません。 
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MakePolygon2MakePolygon2MakePolygon2MakePolygon2メソッド 
到達圏計算を行い、標準型(凹凸型)ポリゴンを取得します。 

 
構文 

object.MakePolygon2MakePolygon2MakePolygon2MakePolygon2(RangeKind, Range, Level, Points) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
RangeKind ENUM_RANGEKIND 到達圏種別(時間圏 or距離圏)を指定します。 
Range long 到達範囲を指定します。 
Level long ポリゴンレベルを指定します。 
Points IPoints ポリゴンを格納する Points コレクションオブジェ

クト 
 
解説 

MakePolygon2 メソッドは、FromNodeCode プロパティで指定されているノードから到達範
囲までの到達圏計算を行い、標準型(凹凸型)ポリゴンを取得します。到達圏種別は、時間圏と
距離圏があり、ENUM_RANGEKIND 型で定義されています。ENUM_RANGEKIND 型は、
ENUM定数一覧を参照してください。 
また、到達範囲に指定する値の単位は、時間圏計算の場合 1/10 秒単位、距離圏計算の場合 m
単位となります。ポリゴンを作成する際のポリゴンレベルを 0～20の間で指定が可能です。ポ
リゴンレベルの数値が大きいほどより細かく正確なポリゴンを作成できますが、ポリゴン作成

に失敗することもあります。通常は 0～5の値での使用をおすすめします。 
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MakePolygon2ToMMFMakePolygon2ToMMFMakePolygon2ToMMFMakePolygon2ToMMFメソッド 
到達圏計算を行い、標準型(凹凸型)ポリゴンを取得し、MMF(メモリマップドファイル)に格納

します。 
 
構文 

object.MakePolygon2ToMMFMakePolygon2ToMMFMakePolygon2ToMMFMakePolygon2ToMMF(RangeKind, Range, Level, MMFileName) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 正常終了した場合 MMF に格納した標準型(凹凸型)

ポリゴンのポイント数、異常終了した場合-1 
RangeKind ENUM_RANGEKIND 到達圏種別(時間圏 or距離圏)を指定します。 
Range long 到達範囲を指定します。 
Level long ポリゴンレベルを指定します。 
MMFileName BSTR MMFファイル名称を指定 
 
解説 

MakePolygon2ToMMFメソッドは、FromNodeCodeプロパティで指定されているノードから
到達範囲までの到達圏計算を行い、標準型(凹凸型)ポリゴンを取得し、MMF(メモリマップド
ファイル)に格納します。 
到達圏種別は、時間圏と距離圏があり、ENUM_RANGEKIND 型で定義されています。

ENUM_RANGEKIND型は、ENUM定数一覧を参照してください。 
また、到達範囲に指定する値の単位は、時間圏計算の場合 1/10 秒単位、距離圏計算の場合 m
単位となります。ポリゴンを作成する際のポリゴンレベルを 0～20の間で指定が可能です。 
ポリゴンレベルの数値が大きいほどより細かく正確なポリゴンを作成できますが、ポリゴン作

成に失敗することもあります。通常は 0～5の値での使用をおすすめします。 
MMF(メモリマップドファイル)使用後は、本メソッドを呼び出したアプリケーションが
MMF(メモリマップドファイル)を解放しなければなりません。 
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GetNodeXYGetNodeXYGetNodeXYGetNodeXYメソッド 
ノードの位置情報(経度緯度)を取得します。 

 
構文 

object.GetNodeXYGetNodeXYGetNodeXYGetNodeXY(Loc) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
Loc ILoc ノードコードを設定した Locオブジェクト 
 
解説 

GetNodeXYメソッドは、Locオブジェクトの NodeCodeプロパティに格納されているノード
の位置情報(経度緯度)を取得し、Loc オブジェクトの Longitude、Latitude プロパティに設定
します。 
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GetNearestNodeGetNearestNodeGetNearestNodeGetNearestNodeメソッド 
指定位置(経度緯度)の近傍ノードコードを取得します。 

 
構文 

object.GetNearestNodeGetNearestNodeGetNearestNodeGetNearestNode(Loc, Range) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
Loc ILoc 指定位置(経度緯度)を設定した Locオブジェクト 
Range double 探索レンジ(度単位) 
 
解説 

GetNearestNodeメソッドは、Locオブジェクトの Longitude、Latitudeプロパティに格納さ
れている位置から、探索レンジで指定された範囲内で最も近いノードを探索し、そのノードコ

ードを Locオブジェクトの NodeCodeプロパティに設定します。 
UseHighway プロパティの値が USEHIGHWAY_YES の場合、高速道路のノードを含めて探
索し、USEHIGHWAY_NOの場合、(高速道路以外の)一般道路のノードのみを探索します。 
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GetSpeedGetSpeedGetSpeedGetSpeedメソッド 
リンクの速度情報(片方向)を取得します。 

 
構文 

object.GetSpeedGetSpeedGetSpeedGetSpeed(FromNodeCode, ToNodeCode, Flag) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 正常終了した場合 速度情報(1/10km/h 単位)、異常

終了した場合 –1 
FromNodeCode double 始点のノードコード 
ToNodeCode double 終点のノードコード 
Flag ENUM_SPEED 速度フラグ 
 
解説 

GetSpeedメソッドは、始点(FromNodeCode)から終点(ToNodeCode)方向へのリンクの速度情
報を取得します。始点と終点が１リンクの両端のノードでない場合、メソッドは失敗します。 
速度フラグは、ENUM_SPEED 型として定義されています。ENUM_SPEED 型は、ENUM
定数一覧を参照してください。 
一時的速度を取得するには、計算用道路データがロードされている必要があります。また、計

算用道路データがロードされている場合でも、SPEED_PARAM値を使用することで恒久的速
度を取得することが出来ます。SPEED_TEMP と SPEED_PARAM を両方指定した場合、一
時的速度が優先されます。SPEED_ZERORESERVEは指定しないでください。 
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GetSpeedExGetSpeedExGetSpeedExGetSpeedExメソッド 
リンクの速度情報(両方向)を取得します。 

 
構文 

object.GetSpeedExGetSpeedExGetSpeedExGetSpeedEx(LinkCode, Flag, SpeedAB, SpeedBA) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE 
LinkCode double 速度を取得するリンクのリンクコード 
Flag ENUM_SPEED 速度フラグ 
SpeedAB long 順方向速度を取得するポインタ 
SpeedBA long 逆方向速度を取得するポインタ 
 
解説 

GetSpeedExメソッドは、指定したリンクの速度情報を取得します。 
速度フラグは、ENUM_SPEED 型として定義されています。ENUM_SPEED 型は、ENUM
定数一覧を参照してください。 
一時的速度を取得するには、計算用道路データがロードされている必要があります。また、計

算用道路データがロードされている場合でも、SPEED_PARAM値を使用することで恒久的速
度を取得することが出来ます。SPEED_TEMP と SPEED_PARAM を両方指定した場合、一
時的速度が優先されます。SPEED_ZERORESERVEは指定しないでください。 
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ChangeBothSpeedExChangeBothSpeedExChangeBothSpeedExChangeBothSpeedExメソッド 
リンクの速度情報(両方向)を設定します。 

 
構文 

object.ChangeBChangeBChangeBChangeBothSpeedExothSpeedExothSpeedExothSpeedEx(LinkCode, SpeedAB, SpeedBA, Flag) 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE。 
LinkCode double 速度を設定するリンクのリンクコード 
SpeedAB long 順方向速度 
SpeedBA long 逆方向速度 
Flag ENUM_SPEED 速度フラグ 
 
解説 

ChangeBothSpeedExメソッドは、指定したリンクの速度情報を設定します。 
速度に負値を指定した場合、当該方向の速度は変更されません。 
速度フラグは、ENUM_SPEED 型として定義されています。ENUM_SPEED 型は、ENUM
定数一覧を参照してください。 
一時的速度を取得するには、計算用道路データがロードされている必要があります。

SPEED_TEMP 値を指定しない場合、一時的速度と恒久的速度の両方の速度が変更されます。
SPEED_ZERORESERVEを設定した場合、変更前の速度が 0に設定されている方向の速度は
変更されません。これによって、一方通行に設定されている道路に誤って速度を設定してしま

い一方通行を解除してしまうことを防ぐことができます。 
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CountTempSpeedCountTempSpeedCountTempSpeedCountTempSpeedメソッド 
一時的速度が設定されているリンク数を取得します。 

 
構文 

object.CountTempSpeedCountTempSpeedCountTempSpeedCountTempSpeed 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 long 正常終了した場合、一時的速度が設定されているリ

ンク数、異常終了した場合 -1。 
 
解説 
一時的速度が設定されているリンク数を取得するには、計算用道路データがロードされている

必要があります。 
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CommitTempSpeedCommitTempSpeedCommitTempSpeedCommitTempSpeedメソッド 
一時的速度を恒久的速度として保存します。 

 
構文 

object.CommitTempSpeedCommitTempSpeedCommitTempSpeedCommitTempSpeed 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE。 
 
解説 
一時的速度の保存するには、計算用道路データがロードされている必要があります。 
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ClearTempSpeedClearTempSpeedClearTempSpeedClearTempSpeedメソッド 
一時的速度を取り消し恒久的速度に戻します。 

 
構文 

object.ClearTempSpeedClearTempSpeedClearTempSpeedClearTempSpeed 
 
項目 データ型 内容 
戻り値 VARIANT_BOOL 正常終了した場合 TRUE、異常終了した場合

FALSE。 
 
解説 
一時的速度の取り消しには、計算用道路データがロードされている必要があります。 
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ClearLastErrorClearLastErrorClearLastErrorClearLastErrorメソッド    
エラー番号をクリアします。 

 
構文 

object.ClearLastErrorClearLastErrorClearLastErrorClearLastError 
 
項目 データ型 内容 
なし 
 
解説 

LastErrorプロパティをエラーなし(ERR_None)に設定します。 
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３．ENUM定数一覧 
 
３．１ 計算種別(ENUM_CALCKIND型) 

ENUM_CALCKIND型は、計算種別を表します。 
デフォルト値は CALCKIND_TIME(時間最短)です。 

 
値 内容 

CALCKIND_TIME 時間最短 

CALCKIND_DIST 距離最短 

 
 
 
３．２ 高速道路の使用／非使用(ENUM_USEHIGHWAY型) 

ENUM_USEHIGHWAY型は、高速道路の使用／非使用を表します。 
デフォルト値は、USEHIGHWAY_YES（高速道路を使用する）です。 

 
値 内容 

USEHIGHWAY_YES 高速道路を使用する 

USEHIGHWAY_NO 高速道路を使用しない 

 
 
 
３．３ ルート情報種別(ENUM_ROUTEKIND型) 

ENUM_ROUTEKIND型は、ルート情報種別を表します。 
 

値 内容 

ROUTEKIND_NODE ノードコードを取得する 

ROUTEKIND_LINK リンクコードを取得する 

ROUTEKIND_NODELINK ノードコード、リンクコードを双
方交互に取得する 
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３．４ 到達圏種別(ENUM_RANGEKIND型) 

ENUM_RANGEKIND型は、到達圏種別を表します。 
 

値 内容 

RANGEKIND_TIME 時間圏を計算する 

RANGEKIND_DIST 距離圏を計算する 

 
 
 
３．５ 速度フラグ(ENUM_SPEED型) 

ENUM_SPEED型は、速度フラグを表します。 
 

値 内容 

SPEED_TEMP 一時的速度を取得する 

SPEED_PARAM 恒久的速度を取得する(*1) 

SPEED_ZERORESERVE 速度 0 のリンク速度は、速度設定
を行わない(*2) 

*1 ChangeBothSpeedExメソッドでは使用不可 
*2 GetSpeed、GetSpeedExメソッドでは使用不可 
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３．６ エラー番号(ERR_ACTCALCM型) 

ERR_ACTCALCM型は、エラー番号を表します。 
 

値 内容 

ERR_None エラーなし 

ERR_Get_RoadNetworkDir RoadNetworkDirプロパティの取得に失敗 

ERR_Set_RoadNetworkDir RoadNetworkDirプロパティの設定に失敗 

ERR_NotExistsDir RoadNetworkDir プロパティで設定しようとしたフ
ォルダが存在しない 

ERR_LoadRoadNetwork 計算用道路地図のロードに失敗 

ERR_AlreadyRoadNetworkLoaded すでに Load 済みのオブジェクトが再度ロードしよ
うとした 

ERR_NotExistRoadNetwork 計算用道路地図が存在しない 

ERR_UnloadRoadNetwork 計算用道路地図のアンロードに失敗 

ERR_NotLoadedRoadNetwork 計算用道路地図をロードしていない状態で、アンロ
ードしようとした 

ERR_Set_CalcKind CalcKindプロパティの設定に失敗 

ERR_InvalidCalcKind CalcKind プロパティに無効な値を設定しようとし
た 

ERR_Set_UseHighway UseHighwayプロパティの設定に失敗 

ERR_InvalidUseHighway UseHighwayプロパティに無効な値を設定しようと
した 

ERR_InvalidFromNodeCode FromNodeCode プロパティに無効な値を設定しよ
うとした 

ERR_InvalidToNodeCode ToNodeCode プロパティに無効な値を設定しようと
した 

ERR_CalcRoute CalcRouteメソッド異常終了 

ERR_CalcRouteFailure CalcRouteメソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_CalcRoute2 CalcRoute2メソッド異常終了 

ERR_CalcRoute2LocsCount Locsコレクション内のLocオブジェクト数が２未満
のため計算不能 

ERR_CalcRoute2Failure CalcRoute2メソッド失敗(DLLレベル) 
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ERR_CalcOpt CalcOptRouteメソッド異常終了 

ERR_CalcOptLocsCount Locsコレクション内のLocオブジェクト数が２未満
のため計算不能 

ERR_CalcOptFailure CalcOptRouteメソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_GetRouteXY GetRouteXYメソッド異常終了 

ERR_GetRouteXYFailure GetRouteXYメソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_GetRoute GetRouteメソッド異常終了 

ERR_GetRouteNode GetRoute(Node)メソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_GetRouteLink GetRoute(Link)メソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_GetRouteNodeLink GetRoute(NodeLink)メソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_CalcArea CalcAreaメソッド異常終了 

ERR_CalcAreaFailure CalcAreaメソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_MakePolygon MakePolygonメソッド異常終了 

ERR_InvalidRangeKind RangeKindに無効な値を設定しようとした 

ERR_InvalidRange Rangeに無効な値を設定しようとした 

ERR_MakePolygon2 MakePolygon2メソッド異常終了 

ERR_InvalidRangeKind2 RangeKindに無効な値を設定しようとした 

ERR_InvalidRange2 Rangeに無効な値を設定しようとした 

ERR_InvalidLevel2 Levelに無効な値を設定しようとした 

ERR_CreateObjectFailure オブジェクトの作成に失敗 

ERR_AlreadyAttached 

すでにアタッチ済みである 
・アタッチされている親オブジェクトでアンロード
しようとした 
・アタッチされている親オブジェクトで速度変更メ
ソッドを実行しようとした 
・アタッチしている子オブジェクトがさらにアタッ
チしようとした 

ERR_ParentNotLoaded 計算用道路地図をロードしていない親オブジェクト
にアタッチしようとした 

ERR_AttachFailure アタッチに失敗(DLLレベル) 

ERR_License_Limit ライセンス期限切れ 
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ERR_CreateMMF MMF(メモリマップドファイル)作成に失敗 

ERR_MapViewOfFile MMF(メモリマップドファイル)のマッピングに失敗 

ERR_GetRouteXYToMMFFailure GetRouteXYメソッド失敗(DLLレベル) 

ERR_GetRouteXYToMMF GetRouteXYメソッド異常終了 

ERR_NotExistDetail 詳細ルートデータが存在しない 

ERR_GetRouteDetailFailure GetRouteDetailメソッド(DLLレベル) 

ERR_GetRouteDetail GetRouteDetail異常終了 

ERR_GetRouteDetailToMMFFailur
e GetRouteDetailToMMFメソッド(DLLレベル) 

ERR_GetRouteDetailToMMF GetRouteDetailToMMF異常終了 

ERR_MakePolygonToMMF MakePolygonToMMF異常終了 

ERR_MakePolygon2ToMMF MakePolygon2ToMMF異常終了 
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４．コーディング例 
 
距離計算オブジェクトの Visual Basic 6.0を用いたコーディング例を示します。 

 
４．１ ２点間計算 
 

' DistCalcオブジェクトの CalcRouteメソッドにより 
' ２点間ルート計算を実行します。 
' 実行後は Time,DSecTime,Distance,Toll_Sプロパティの値および 
' 詳細ルート情報をMsgBoxで表示します。 
Private Sub Command1_Click() 
    Dim DistCalc As ActCalcX.DistCalc ' DistCalcオブジェクト 
    Dim Points As ACTDataX.Points  ' Pointsオブジェクト(詳細ルート情報用) 
    Dim i As Long 
     
    ' オブジェクトを初期化します 
    Set DistCalc = New ActCalcX.DistCalc 
    Set Points = New ACTDataX.Points 
     
    ' 計算用道路データフォルダを設定します（例） 
    DistCalc.RoadNetworkDir = "e:¥Sample¥計算地図" 
     
    ' 計算用道路データをメモリ上にロードします 
    DistCalc.LoadRoadNetwork 
     
    ' プロパティを設定します 
    DistCalc.CalcKind = CALCKIND_TIME  ' 時間最短 
    DistCalc.UseHighway = USEHIGHWAY_YES ' 高速道路使用 
    DistCalc.FromNodeCode = 13000000120780# ' 始点ノードコード（例） 
    DistCalc.ToNodeCode = 13000000122582# ' 終点ノードコード（例） 
 
    ' ２点間ルート計算を実行します 
    DistCalc.CalcRoute 
     
    ' 結果を表示します 
    MsgBox "Time =" + Str$(DistCalc.Time) + Chr$(13) + _ 
           "DSecTime =" + Str$(DistCalc.DSecTime) + Chr$(13) + _ 
           "Distance =" + Str$(DistCalc.Distance) 
    If DistCalc.IsTollExist Then 
        MsgBox "Toll_S =" + Str$(DistCalc.Toll_S) 
    End If 
    If DistCalc.IsDetailExist Then 
        DistCalc.GetRouteDetail Points 
        MsgBox "詳細ルート情報は" + Str(Points.Count) + "点です" 
        For i = 0 To Points.Count - 1 
            MsgBox Str(i + 1) + "点目" + _ 
                "  Longitude = " + Str(Points.Item(i).Longitude) + _ 
                "  Latitude = " + Str(Points.Item(i).Latitude) 
        Next 
    End If 
 
    ' 計算用道路データをメモリ上から解放します 
    DistCalc.UnloadRoadNetwork 
 
    ' オブジェクトを解放します 
    Set DistCalc = Nothing 
    Set Points = Nothing 
End Sub 
 
 

 



コーディング例 

Advanced Core Technologies, Inc. 
－58－

 
４．２ 最短ルート計算 
 

' DistCalcオブジェクトの CalcOptRouteメソッドにより 
' 最短ルート計算を実行します。 
' 実行後は求めたルート順に Locsオブジェクトの 
' Tag,Time,DSecTime,Distanceプロパティの値をMsgBoxで表示します。 
Private Sub Command1_Click() 
    Dim i               As Integer   ' ループカウンタ 
    Dim ldNodeCode(5)   As Double   ' ノードコード 
    Dim szBuff          As String   ' 表示用 
    Dim DistCalc        As ActCalcX.DistCalc ' DistCalcオブジェクト 
    Dim DistLocs        As ACTDataX.Locs  ' Locsオブジェクト 
    Dim DistLoc         As ACTDataX.Loc  ' Locオブジェクト 
         
    ' オブジェクトを初期化します 
    Set DistCalc = New ActCalcX.DistCalc 
    Set DistLocs = New ACTDataX.Locs 
    Set DistLoc = New ACTDataX.Loc 
     
    ' 計算用道路データフォルダを設定します（例） 
    DistCalc.RoadNetworkDir = "E:¥Sample¥計算地図" 
     
    ' 計算用道路データをメモリ上にロードします 
    DistCalc.LoadRoadNetwork 
     
    ' プロパティを設定します 
    DistCalc.CalcKind = CALCKIND_TIME  ' 時間最短 
    DistCalc.UseHighway = USEHIGHWAY_YES ' 高速道路使用 
     
    ' 中継点を設定します（例） 
    ldNodeCode(0) = 13000000036205# 
    ldNodeCode(1) = 13000000076996# 
    ldNodeCode(2) = 13000000124377# 
    ldNodeCode(3) = 13000000122692# 
    ldNodeCode(4) = 13000000036205# 
     
    ' Locsオブジェクトにデータを設定します 
    DistLocs.Clear 
    For i = 0 To 4 
        DistLoc.NodeCode = ldNodeCode(i) ' ノードコード（例）を設定します 
        DistLoc.Tag = DistLocs.Count  ' Tagを設定します 
        DistCalc.GetNodeXY DistLoc  ' ノードコードの座標を求めます 
        DistLocs.Add DistLoc   ' Locsオブジェクトに追加します 
    Next 
 
    ' 最短ルート計算を実行します 
    DistCalc.CalcOptRoute DistLocs 
     
    ' 結果を表示します 
    szBuff = "Locs=" + Str$(DistLocs.Count) 
    For i = 0 To 4 
        szBuff = szBuff + Chr$(13) _ 
                        + "Tag=" + Str$(DistLocs.Item(i).Tag) + " : " _ 
                        + "Time=" + Str$(DistLocs.Item(i).Time) + " : " _ 
                        + "DSecTime=" + Str$(DistLocs.Item(i).DSecTime) + " : " _ 
                        + "Distance=" + Str$(DistLocs.Item(i).Distance) 
    Next 
    MsgBox szBuff 
 
    ' 計算用道路データをメモリ上から解放します 
    DistCalc.UnloadRoadNetwork 
 
    ' オブジェクトを解放します 
    Set DistCalc = Nothing 
    Set DistLocs = Nothing 
    Set DistLoc = Nothing 
End Sub 



コーディング例 

Advanced Core Technologies, Inc. 

－59－

 
４．３ 到達圏計算 
 

' DistCalcオブジェクトの CalcAreaメソッドのにより到達圏計算を実行します。 
' 実行後は求めた到達圏ポリゴンの頂点座標をMsgBoxで表示します。 
Private Sub Command1_Click() 
    Dim DistCalc    As ActCalcX.DistCalc  ' DistCalcオブジェクト 
    Dim AreaPoints  As ACTDataX.Points  ' Pointsオブジェクト 
    Dim i           As Integer    ' ループカウンタ 
    Dim szBuff      As String    ' 表示用 
        
    ' オブジェクトを初期化します 
    Set DistCalc = New ActCalcX.DistCalc 
    Set AreaPoints = New ACTDataX.Points 
     
    ' 計算用道路データフォルダを設定します（例） 
    DistCalc.RoadNetworkDir = "E:¥Sample¥計算地図" 
     
    ' 計算用道路データをメモリ上にロードします 
    DistCalc.LoadRoadNetwork 
     
    ' プロパティを設定します 
    DistCalc.CalcKind = CALCKIND_TIME  ' 時間最短 
    DistCalc.UseHighway = USEHIGHWAY_YES ' 高速道路使用 
    DistCalc.FromNodeCode = 13000000036205# ' スタート点ノードコード（例） 
 
    ' 到達圏ポリゴンを求めます（１分圏） 
    DistCalc.MakePolygon RANGEKIND_TIME, 600, AreaPoints 
     
    ' 結果を表示します 
    szBuff = "Points =" + Str$(AreaPoints.Count) 
    For i = 0 To AreaPoints.Count - 1 
        szBuff = szBuff + Chr$(13) + Str$(i) + " : " _ 
                        + "Lon =" + Str$(AreaPoints.Item(i).Longitude) + " : " _ 
                        + "Lat =" + Str$(AreaPoints.Item(i).Latitude) 
    Next 
    MsgBox szBuff 
 
    ' 計算用道路データをメモリ上から解放します 
    DistCalc.UnloadRoadNetwork 
 
    ' オブジェクトを解放します 
    Set DistCalc = Nothing 
    Set AreaPoints = Nothing 
End Sub 
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